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進学指導

生徒目線の指導を徹底し、
表現教育科新設４年目で
公立大学合格者が誕生

◎堺愛泉女学校として設立。１９９１年
に堺女子高校に、２０１２年に現校名に
改称。美容芸術・ファッションビジネ
スなどの６コースある普通科と、表現
科目を中心としたカリキュラムの表現教
育科の２学科制。進学指導に力を入れ
るとともに、資格取得も見据えた専門
性の高い教育を実践している。

公立大は、大阪府立大に１人が合格。
私立大は、日本体育大、法政大、京都
産業大、同志社大、大阪大谷大、大阪
芸術大、関西大、近畿大、桃山学院大、
甲南女子大、兵庫医療大など、その他
併設堺女子短大に進学。

設立

形態

生徒数

2016年度入試合格実績（現浪計）

1922（大正11）年

全日制／普通科・表現教育科／女子

１学年約320人

住所
　

電話

Web Site

〒590-0012
大阪府堺市堺区浅香山町1-2-20

072-238-7881

229
指導変革の

成果実践背景

◎表現力ある女性を
育成する「表現教育
科」を設置し、国公
立大学・難関私立大
学の合格を目指す

変革のステップ

◎生徒指導の充実と
ともに、模試やオープ
ンキャンパスの活用に
よる進学意識向上、
補習やＩＣＴの活用に
よる学力向上を図る

◎２０１６年、表現教
育科新設４年目で初
めての公立大学合格
者が誕生。生徒の服
装やマナーも大きく
改善した

http://www.liberte.ed.jp/

大阪府・私立

香ヶ丘リベルテ高校
かおり おか

　
２
０
１
６
年
は
、大
阪
府
に
あ
る
香
ヶ
丘
リ
ベ
ル
テ

高
校
の
95
年
の
歴
史
に
お
い
て
、大
き
な
一
歩
を
踏
み

出
す
年
に
な
っ
た
。表
現
教
育
科
新
設
４
年
目
で
初
の

公
立
大
学
合
格
者
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
生
徒
か
ら

電
話
で
合
格
の
報
告
を
受
け
た
進
路
指
導
チ
ー
フ
の
堀

岡
亮
平
先
生
は
、そ
の
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「朝
か
ら
緊
張
感
で
張
り
詰
め
て
い
た
職
員
室
の

雰
囲
気
は
、
生
徒
の
電
話
で
明
る
い
雰
囲
気
に
一
変

し
ま
し
た
。
表
現
教
育
科
の
設
置
以
降
、
失
敗
で
き

な
い
と
い
う
責
任
と
重
圧
を
感
じ
続
け
て
い
た
だ
け

に
、『
合
格
』
と
聞
い
て
、
安
心
し
て
力
が
抜
け
て

し
ま
う
よ
う
で
し
た
。
何
よ
り
も
、
生
徒
が
最
後
ま

で
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
う
れ

し
か
っ
た
で
す
」

　
同
校
が
、多
様
な
希
望
進
路
を
持
つ
生
徒
の
た
め
に
、

美
容
や
保
育
、
音
楽
な
ど
の
コ
ー
ス
制
と
し
た
の
は
15

年
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
12
年
度
、
新
た
な
改

革
と
し
て
文
部
科
学
省
か
ら
も
求
め
ら
れ
て
い
る
、
表

現
力
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
女
性
の
育
成
に
向
け
て
、
表

現
教
育
科
を
新
設
し
た
。
同
科
は
、
普
通
科
の
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ー
ト
コ
ー
ス
を
よ
り
発
展
さ
せ
、
声
優
・
演
技
・

ダ
ン
ス
・
楽
器
な
ど
の
身
体
表
現
だ
け
で
な
く
、
ス
ピ

ー
チ
・
デ
ィ
ベ
ー
ト
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ

た
言
語
表
現
も
取
り
入
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。
進
路
に
お
い
て

表
現
力
あ
る
女
性
の
育
成
と

進
路
改
革
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指導変革の

成果実践背景

◎表現力ある女性を
育成する「表現教育
科」を設置し、国公
立大学・難関私立大
学の合格を目指す

変革のステップ

◎生徒指導の充実と
ともに、模試やオープ
ンキャンパスの活用に
よる進学意識向上、
補習やＩＣＴの活用に
よる学力向上を図る

◎２０１６年度、表現
教育科新設４年目で
初めての公立大学合
格者が誕生。生徒の
服装やマナーも大き
く改善した

http://www.liberte.ed.jp/

大阪府・私立

香ヶ丘リベルテ高校
かおり おか

は
、
国
公
立
大
学
・
難
関
私
立
大
学
に
も
進
学
で
き
る

学
科
と
し
て
構
想
し
た
。

　
表
現
教
育
科
設
置
の
背
景
に
は
、09
年
の
堺
リ
ベ
ラ
ル

中
学
校
の
設
置
が
あ
っ
た
と
、菅す

が

野の

輝あ
き

史ひ
と

教
頭
は
語
る
。

　「
堺
リ
ベ
ラ
ル
中
学
校
で
も
表
現
教
育
を
重
視
し

て
お
り
、
高
校
で
さ
ら
に
そ
の
学
び
を
深
め
た
い
と

願
う
生
徒
の
受
け
皿
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
し
た
。好
き
な
こ
と
を
極
め
た
い
、夢
を
追
い
続
け

た
い
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
表
現
力
を
高
め
つ
つ
大
学

進
学
と
い
う
目
標
を
掲
げ
る
生
徒
に
と
っ
て
も
、
自

己
実
現
を
図
れ
る
学
科
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
進
学
重
視
へ
の
転
換
は
、
同
校
に
と
っ
て
大
き
な
挑

戦
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
同
校
の
大
学
・
短
大
進
学
者
は

指
定
校
推
薦
入
試
の
利
用
と
併
設
校
の
短
期
大
学
へ
の

進
学
が
中
心
だ
っ
た
。
ま
た
、
表
現
教
育
科
は
専
門
学

科
と
し
て
教
育
課
程
を
編
成
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
生

徒
の
志
望
を
育
み
、
さ
ら
に
大
学
合
格
に
必
要
な
学
力

を
つ
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
背
景

か
ら
、
大
き
な
改
革
の
幕
が
開
け
た
。

　
ま
ず
着
手
し
た
の
が
、
学
習
に
向
か
う
土
台
と
な
る

生
徒
指
導
の
強
化
だ
。
身
だ
し
な
み
や
マ
ナ
ー
を
意
識

し
た
指
導
基
準
を
教
師
間
で
共
有
し
、
生
徒
・
保
護
者

に
周
知
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
同
校
の
校
風
か
ら
、
予
想

外
の
厳
し
さ
に
反
発
す
る
生
徒
も
少
な
く
な
か
っ
た

が
、
教
師
は
厳
格
さ
だ
け
で
生
徒
と
接
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
生
徒
が
理
想
と
す
る
よ
う
な
「
ビ
ジ
ョ
ナ
リ

ー
ワ
ー
ド
」を
示
し
て
、主
体
的
な
変
容
を
促
し
た
の
だ
。

　「
あ
れ
も
駄
目
、
こ
れ
も
駄
目
と
い
う
否
定
的
な

指
導
だ
け
で
は
、
生
徒
の
反
発
を
生
む
と
思
い
ま
し

た
。『
こ
ん
な
リ
ベ
ル
テ
生
だ
っ
た
ら
素
敵
だ
よ
ね
』

と
い
う
理
想
の
姿
を
示
す
方
が
、
生
徒
も
行
動
し
や

す
い
と
考
え
、
生
徒
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
、
手
を

伸
ば
せ
ば
届
き
そ
う
な
言
葉
を
、
教
師
全
員
で
検
討

し
ま
し
た
」（
菅
野
教
頭
）

　
具
体
的
に
は
、
社
会
生
活
の
３
つ
の
基
本
と
し
て
挨

拶
・
返
事
・
言
葉
遣
い
を
「
リ
ベ
ル
テ
マ
ナ
ー
」（
図
）

と
し
て
掲
げ
、
そ
れ
を
実
践
す
る
生
徒
を
「
リ
ベ
ル
テ

美
人
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
し
た
。
毎
年
９
月
の
学
園
祭
で

は
、
生
徒
と
教
師
の
投
票
に
よ
り
「
ミ
ス
・
リ
ベ
ル
テ
」

を
選
び
、
表
彰
す
る
。
各
ク
ラ
ス
の
代
表
者
は
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
や
ク
イ
ズ
な
ど
で
「
リ
ベ
ル
テ
マ
ナ
ー
」
の

理
解
度
や
実
践
度
を
判
定
さ
れ
る
。
学
校
を
挙
げ
て
の

イ
ベ
ン
ト
に
す
る
こ
と
で
生
徒
の
意
識
に
浸
透
さ
せ
、

マ
ナ
ー
の
よ
い
生
徒
が
た
た
え
ら
れ
る
学
校
文
化
を
醸

成
し
て
い
る
。

　
次
に
注
力
し
た
の
が
、
進
路
意
識
の
向
上
だ
。
表
現

「リベルテマナー」と月間目標のポスター図

「リベルテマナー」
とともに、「月間
目標」として、教
師が生徒に「して
ほしい」「なって
ほしい」目標を考
え、掲示物にして
校内に貼り出して
いる。生徒と一緒
に教師も目標に向
かうという取り組
みだ。
＊学校資料をその
まま掲載

香
ヶ
丘
リ
ベ
ル
テ
高
校

堀
岡
亮
平
　
ほ
り
お
か
・
り
ょ
う
へ
い

教
職
歴
11
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
表
現
教
育

科
チ
ー
フ
、
進
路
指
導
チ
ー
フ
。「
あ
ら
ゆ
る
事
象
を
生

徒
の
学
習
に
つ
な
げ
る
」

香
ヶ
丘
リ
ベ
ル
テ
高
校

神
野
孝
裕
　
じ
ん
の
・
た
か
ひ
ろ

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。
普
通
科
１

学
年
担
任
。「
モ
ッ
ト
ー
は
『
熱
風
が
む
し
ゃ
ら
』」

香
ヶ
丘
リ
ベ
ル
テ
高
校

阪
上
宏
樹
　

さ
か
う
え
・
ひ
ろ
き

教
職
歴
５
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
表
現
教
育

科
教
務
チ
ー
フ
。「
周
囲
の
人
は
自
分
の
鏡
。
い
つ
も
プ

ラ
ス
の
言
葉
で
生
徒
と
接
す
る
」

香
ヶ
丘
リ
ベ
ル
テ
高
校
　

表
現
教
育
科
教
頭

菅
野
輝
史
　
す
が
の
・
あ
き
ひ
と

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
22
年
目
。「
モ
ッ
ト
ー

は『
心
を
出
せ
』（
心
の
中
に
あ
る
思
い
を
出
す
）。
出
会
っ

た
生
徒
は
一
生
つ
き
合
う
つ
も
り
で
指
導
す
る
」

「
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
ワ
ー
ド
」
で

理
想
の
生
徒
像
を
示
す

＊　学習到達ゾーンのこと。ベネッセのテストにおける共通の評価指標。「Ｓ１」～「Ｄ３」の15 段階がある。

模
試
の
結
果
が
芳
し
く
な
く
て
も

折
れ
な
い
心
を
育
て
る
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今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
２０１３年１０月号指導変革の軌跡「石川県・私立北陸学院中学校・高校」など
　　http: //berd.benesse.jp

大阪府・私立　香ヶ丘リベルテ高校大阪府・私立指導変革の
　→　HOME　＞　教育情報　＞　高校向け

教
育
科
１
期
生
の
半
数
以
上
は
、
入
学
当
初
、「
ど
こ

か
の
大
学
に
進
学
で
き
れ
ば
よ
い
」
と
安
易
に
進
路
を

考
え
て
お
り
、
い
か
に
生
徒
の
進
路
意
識
を
高
め
、
そ

れ
に
見
合
う
学
力
を
つ
け
さ
せ
る
か
は
大
き
な
課
題
だ

っ
た
。

　
入
学
時
か
ら
生
徒
や
保
護
者
に
は
、「
頑
張
れ
ば
国

公
立
大
学
進
学
も
夢
で
は
な
い
」
と
繰
り
返
し
伝
え
、

進
学
意
識
の
向
上
を
図
っ
た
。
夏
休
み
前
に
は
進
路
講

演
会
を
行
い
、
大
学
進
学
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
説
明
し

た
り
、
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
参
加
を
促

し
た
り
し
た
。

　
生
徒
に
大
学
進
学
を
意
識
さ
せ
る
た
め
に
、
ベ
ネ
ッ

セ
の
進
研
模
試
も
導
入
し
た（
現
在
は
進
路
マ
ッ
プ〈
＊

１
〉
を
導
入
）。
１
期
生
の
１
年
次
は
、
教
師
が
生
徒

の
実
力
に
応
じ
て
個
別
に
受
験
す
る
模
試
を
選
ん
で
い

た
が
、
２
年
次
以
降
は
年
５
回
の
模
試
を
年
間
計
画
に

組
み
込
ん
だ
。
模
試
の
結
果
は
、
担
任
が
面
談
な
ど
で

生
徒
一
人
ひ
と
り
に
返
却
し
、
結
果
分
析
の
内
容
や
今

後
対
策
す
べ
き
こ
と
な
ど
を
伝
え
た
。

　「
模
試
で
芳
し
く
な
い
結
果
が
出
る
度
に
自
信
を

失
い
、
大
学
進
学
を
諦
め
そ
う
に
な
る
生
徒
も
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
模
試
の
結
果
に
一
喜
一
憂
し
な
い

よ
う
、
日
頃
か
ら
『
今
は
合
格
可
能
性
が
高
く
な
く

て
も
大
丈
夫
』
と
伝
え
、
模
試
の
結
果
を
見
な
が
ら

『
こ
の
判
定
を
１
つ
上
げ
る
力
は
十
分
に
あ
る
よ
』

な
ど
と
励
ま
し
、
生
徒
が
常
に
前
を
向
け
る
よ
う
な

声
か
け
を
し
ま
し
た
」（
堀
岡
先
生
）

　
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
積
極
的
に
活
用
し

た
。生
徒
か
ら
希
望
者
を
募
り
、教
師
が
引
率
し
て
、大

阪
大
学
や
関
西
大
学
な
ど
の
難
関
大
学
、
生
徒
に
人
気

の
あ
る
外
国
語
系
や
芸
術
系
の
大
学
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
た
。

　
漫
然
と
し
た
見
学
に
終
わ
ら
な
い
よ
う
、
工
夫
も
し

た
。
例
え
ば
、
学
力
の
高
い
生
徒
に
は
大
阪
大
学
の
公

開
講
座
の
受
講
を
勧
め
た
り
、
海
外
に
興
味
が
あ
る
生

徒
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
で
外
国
人
と
学
生
が
語
り
合
う
様

子
を
見
せ
た
り
し
た
。

　「
生
徒
に
よ
っ
て
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
回
る
ル
ー

ト
ま
で
示
し
て
、
細
か
く
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
ま

し
た
。
そ
れ
を
機
に
、
大
学
に
憧
れ
を
抱
き
、
進

学
を
希
望
す
る
よ
う
に
な
っ
た
生
徒
も
多
く
い
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
高
み
を
目
指
す
生
徒
の
姿
勢
が
、

ク
ラ
ス
全
体
に
よ
い
刺
激
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し

た
」（
堀
岡
先
生
）

　
教
科
指
導
で
も
、
新
し
い
取
り
組
み
を
次
々
と
導
入

し
た
。
放
課
後
７
〜
９
限
目
に
実
施
す
る
「
勉
強
塾
」

は
、
難
関
大
学
を
目
指
す
生
徒
を
対
象
と
し
た
特
別
補

習
で
、
１
期
生
の
２
年
次
か
ら
開
始
。
学
力
・
志
望
に

合
わ
せ
て
、
ほ
ぼ
個
別
指
導
の
形
で
受
験
科
目
の
補
習

を
実
施
し
た
。３
年
次
に
は
予
備
校
の
講
師
を
招
い
て
、

個
別
の
志
望
に
応
じ
た
対
策
講
座
も
実
施
し
た
。

　
夏
季
休
業
中
に
は
、
２
週
間
の
「
夏
期
学
習
セ
ミ

ナ
ー
」
を
行
っ
た
。
今
ま
で
は
補
充
学
習
が
中
心
だ
っ

た
が
、
表
現
教
育
科
で
は
そ
れ
に
加
え
て
、
大
学
志
望

者
向
け
の
講
座
も
用
意
し
た
。
実
施
教
科
・
科
目
は
、

国
語
、
日
本
史
、
世
界
史
、
数
学
、
化
学
、
生
物
、
英

語
、
小
論
文
で
、
１
コ
マ
90
分
。
２
年
次
か
ら
は
中
級

と
上
級
ク
ラ
ス
に
分
け
て
実
施
し
、
成
績
上
位
層
の
生

徒
に
は
自
分
の
必
要
に
応
じ
た
教
科
・
科
目
を
選
択
さ

せ
、
成
績
下
位
層
の
生
徒
に
は
中
級
ク
ラ
ス
に
必
須
で

参
加
さ
せ
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
指
導
効
率
を
高
め
て
い
る
点
も
、

同
校
の
変
化
の
１
つ
だ
。
そ
の
牽け

ん

引い
ん

役
は
、
16
年
度
に

導
入
し
た
「Classi

」（
＊
２
）
だ
。
２
学
期
に
は
、
問

題
配
信
機
能
を
利
用
し
て
、
定
期
考
査
や
進
路
マ
ッ
プ

の
「
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
」
の
前
に
、
全
生
徒
に
練
習

問
題
の
配
信
を
始
め
た
。
生
徒
は
各
自
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
パ
ソ
コ
ン
で
問
題
を
見

な
が
ら
取
り
組
む
。
そ
し
て
、
テ
ス
ト
の
後
に
は
振
り

返
り
の
問
題
を
配
信
し
、
復
習
を
促
す
。
教
務
チ
ー
フ

の
阪さ

か

上う
え

宏
樹
先
生
は
ね
ら
い
を
こ
う
語
る
。

　「
本
校
の
生
徒
に
家
庭
学
習
習
慣
を
よ
り
定
着
さ

せ
る
た
め
に
、
机
に
向
か
う
時
間
が
少
し
で
も
増
え

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
テ
ス
ト
の

事
前
・
事
後
の
学
習
も
大
切
で
あ
る
と
い
う
意
識
を

浸
透
さ
せ
る
た
め
に
、
練
習
問
題
の
配
信
を
始
め
ま

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
練
習
問
題
を
配
信
し
、

学
習
習
慣
の
定
着
を
促
す

＊１　生徒の「なりたい自分さがし」と「なりたい自分づくり」をサポートする
教材（適性検査、学力検査などがある）。
＊２　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社
であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援
するサービス。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

大
学
へ
の
憧
れ
を
喚
起
す
る

28 February  2017

Q6-323-00 2016 年度VIEW21高校版 2月号　表紙本文 28頁 ＭＫ色校
01/24
引寺

念
校
02/02
阿部 - -/-

- - -/-
- - -/-

-Q6-323-00 2016 年度VIEW21高校版 2月号　表紙本文 29頁 ＭＫ色校
01/24
引寺

念
校
02/02
阿部 - -/-

- - -/-
- - -/-

-
P26-29_view21koukou-2g-h.indd   28 17/02/02   13:44
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し
た
」

　
表
現
教
育
科
で
は
、
国
語
・
数
学
・
英
語
の
課
題
を

終
礼
時
に
提
示
し
、
翌
朝
の
５
分
間
で
小
テ
ス
ト
を
実

施
し
て
い
た
。
そ
れ
に
代
わ
る
学
習
習
慣
定
着
の
方
策

と
し
て
、
計
画
的
に
問
題
配
信
を
始
め
た
。

　「『C
lassi

』
の
問
題
配
信
機
能
を
使
え
ば
、
問
題

の
選
択
肢
が
増
え
る
と
と
も
に
、
生
徒
も
自
分
の
好

き
な
時
間
・
場
所
で
問
題
に
取
り
組
め
ま
す
。
さ
ら

に
、
自
動
で
採
点
も
し
て
く
れ
る
の
で
、
結
果
の
集

計
も
容
易
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
機
能
を
授
業
で
ど

の
よ
う
に
展
開
さ
せ
て
い
く
の
か
を
、
今
後
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
阪
上
先
生
）

　
普
通
科
で
も
、
１
年
生
全
員
に
定
期
考
査
の
練
習
問

題
を
配
信
し
、
本
番
で
は
配
信
し
た
中
か
ら
同
じ
問
題

を
必
ず
１
問
入
れ
る
よ
う
に
し
て
、
事
前
学
習
へ
の
意

欲
を
高
め
て
い
る
と
い
う
。
普
通
科
担
任
の
神じ

ん

野の

孝
裕

先
生
は
こ
う
語
る
。

　「『C
lassi

』
導
入
後
、
生
徒
か
ら
の
質
問
が
増
え

ま
し
た
。
解
答
は
ネ
ッ
ト
上
で
で
き
ま
す
が
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
中
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
校
生
活
の

場
で
も
対
策
問
題
へ
の
質
問
や
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
う
こ
と
で
、
生
徒
と
の
直
接

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
増
え
た
と
実
感
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
通
学
中
に
『C

lassi

』
を
使
っ
て

勉
強
す
る
生
徒
も
増
え
て
お
り
、
隙
間
の
時
間
を
上

手
に
活
用
す
る
力
が
つ
い
て
き
た
の
も
大
き
な
変
化

で
す
」

　
　
普
通
科
で
は
、
学
校
を
欠
席
し
た
生
徒
に

「Classi

」
を
使
っ
た
学
習
支
援
を
行
う
ほ
か
、体
育
祭
・

学
園
祭
の
様
子
を
動
画
で
配
信
し
、
自
宅
に
い
て
も
学

校
生
活
の
雰
囲
気
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、「Classi

」
の
活
用
を
前
提
と
し
た
学
習

計
画
を
学
校
全
体
で
立
案
し
、
学
習
習
慣
の
定
着
を
強

化
し
て
い
く
考
え
だ
。

　
表
現
教
育
科
の
設
置
以
来
、
学
校
の
雰
囲
気
は
大
き

く
変
わ
り
、
放
課
後
、
学
校
に
残
っ
て
学
習
す
る
生
徒

の
姿
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
自
分
か
ら

元
気
に
挨
拶
す
る
生
徒
が
増
え
、
身
だ
し
な
み
や
職
員

室
へ
の
入
退
室
の
マ
ナ
ー
も
格
段
に
向
上
し
た
。
教
師

も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
な
ど
、

よ
り
能
動
的
に
な
っ
た
。

　
今
後
の
課
題
は
、
継
続
し
て
高
い
進
学
実
績
を
上
げ

て
い
く
こ
と
だ
。

　「
生
徒
が
胸
を
張
っ
て
希
望
進
路
を
選
択
し
、
そ

れ
を
実
現
し
て
い
け
る
学
び
舎や

で
あ
る
と
と
も
に
、

母
校
に
誇
り
を
持
ち
、
卒
業
後
も
い
つ
で
も
帰
っ
て

来
ら
れ
る
学
校
で
あ
り
続
け
た
い
。
そ
し
て
、
卒
業

生
が
母
校
で
教
壇
に
立
て
た
ら
最
高
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
生
徒
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
な
が

ら
、
さ
ら
に
教
育
の
質
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」（
菅
野
教
頭
）

若手教師が語る、指導変革への　　　　

英語で世界が広がることを
生徒に伝えていきたい
表現教育科教務チーフ　阪上宏樹

　外国語系の大学を卒業後、民間企業の営業職を３年
間経験しました。その後、退職して、国際貢献という
大学時代からの夢を実現するため、青年海外協力隊と
して２年間、ケニアの男子の更正学校でボランティア
活動を行いました。教育やスポーツを通じて少年たち
と触れ合う中で、人を育てる大切さを知るとともに、
私自身の経験を日本の子どもたちに伝えたいと考える
ようになり、英語の教員免許を生かして本校に赴任し
ました。
　授業では、自身の経験を踏まえて、英語が使えるこ
とでどれだけ世界が広がるのかを、折に触れて話して
います。最近、「英語が好きになった」「外国語大学を
目指したい」という生徒も少しずつ増え、うれしく思っ
ています。
　赴任当初は、「なぜこんなルールも守れないのか」
と思うこともありました。しかし、「リベルテマナー」
が始まった頃から私の意識も変わり始め、できないこ
とを叱るのではなく、その生徒のよいところを見て、
「この力をもっと伸ばしていこう」と励ます指導に変
わっていきました。
　表現教育科の立ち上げ、そして発展とともに、私自
身も成長できた５年間でした。教科指導、学級運営と
学ぶべきことはたくさんありますが、地道に研鑽を積
み、生徒の希望進路の実現を支援していきたいと思い
ます。

若手教師が語る、指導変革への 　　　情熱
安
定
し
た
進
学
実
績
を
上
げ
る

指
導
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
課
題
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